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１．はじめに 

近年、日常空間のモノがインターネットに繋

がる IoT(Internet of Things)を用いた研究開発

が盛んになってきています。これは無線で接続

する安価なモジュールと、モノとモノを接続す

るインターネットのクラウドサービスが提供さ

れたことによります。この応用先として医療・

福祉、繊維、生産、農業、航空・宇宙産業など

多岐に渡ります。 

本実験では、IoT による「見守りシステム」

を構築する目的のために、開発した入力ユニッ

ト、NAS(Network Attached Storage)、スマー

トフォン、パソコンをインターネットで接続し、

計測データを蓄積・表示する実験をしましたの

で報告します。 

２．IoT のネットワーク構成 

IoT の入力ユニットとして、当センターで開

発しましたフェルトスイッチと温度、湿度、気

圧を計測する複合センサを小型マイコンに接続

しました。また、データを蓄積するデータベー

スとホームページのサーバが内蔵されている

NAS、スマートフォン及びパソコンは市販製品

を用いました。 

これらを図１に示すように接続し、IoT のネ

ットワークをインターネット上に構築しました。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ IoT のネットワーク構成 

３．入力ユニット 

入力ユニットは英国の Raspberry 財団製の

Raspberry Pi3 に布スイッチと複合センサのセ

ンシング回路を追加して試作しました。 

本ユニットに複合センサと布スイッチのデー

タを収集するプログラムとデータをインターネ

ット経由でデータベースに蓄積するプログラム

を記述しました。また、データベースを Web

として表示するために、メルコ製 LinkStation

を用いました。 

 

 

 

 

 

 

(a) フェルトスイッチ (b)センシング回路 

図２ 入力ユニット 

４．実験 

実験は複合センサの計測データとスイッチの

オン・オフの状態の変化を遠方のデータベース

に蓄積しました。また、データベースのデータ

を Web サーバで、スマートフォン及びパソコン

のWebブラウザ上にグラフとして分かり易く表

示しました。 

５．実験結果 

部屋の環境変化を複合センサで計測し、イン

ターネットを経由して、遠方にある NAS のデ

ータベースに蓄積、表示することができました。

また、スマートフォン及びパソコンに計測した

結果を図３(a)に示しました。また、フェルト

スイッチのオン・オフの時間経過として表示し

た結果を図３(b)に示しました。 

 

 

 

 

 

 

(a) 複合センサのグラフ (b)フェルトスイッチ

表示        のタイムライン表示 

図３ 計測結果 

６．まとめ 

本実験では、入力ユニットを用いて遠方の計

測結果をグラフ化し、スマートフォンやパソコ

ンに表示しました。これにより、IoT による見

守りシステムの構築が可能となりました。 
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